
【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 結 果 概 要 表

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3891300091
「笑顔・思いやり・尊敬・信頼｣と言う理念を大切にして入居者の方々とスタッフとの間が穏やかな
時間が流れ、入居者の方の笑顔が増え、人生最後の場所でここに居て良かったと思われるよう
な生活が送れるように、支援に努めております。訪問看護ステーションや医療機関、歯科(定期
健診)との連携が密にとれており、入居者が安心した生活が起きれております。看取りの取り組
み確立しスタッフが入居者と最後まで過ごすと言う意識が強くなっております。

法人名 株式会社　　廣島屋

事業所名 グループホーム　愛

所在地 四国中央市土居町上野乙１５６－２

自己評価作成日 平成26年2月6日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
●この一年間、事業所では、利用者とコミュニケーションを図ることに力を入れて取り組んで来られ、施設
長は、利用者と職員の関係が深まったことを感じておられた。そのような取り組みが利用者の穏やかな暮
らしにつながっていることを実感されていた。トイレ介助やおむつ交換時には、必ず声をかけてからかか
わり、又、ベッドで長時間過ごす利用者には、特に、「朝ですよ」「ごはんですよ」「雨が降っていますよ」
「晴れてますよ」等、言葉をかけながら支援されている。
●食事は、旬のものを多く使って事業所で手作りされている。台所はオープンキッチンで、利用者は食事
のできるにおいや音を楽しめる。カレーがお好きな利用者がおられ、金曜日の昼食のメニューはカレーを
採り入れておられる。介護度重度の利用者も多く、エプロンを付けて、スプーンを使ってマイペースで最
後まで食べている方もみられた。むせがある方は、現在、歯でよくかむため、敢えてふつうの固さの食事
を楽しんでもらい、職員が隣に座って見守りや介助をされている。
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

平成26年2月21日訪問調査日
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56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

（参考項目：28）
4. ほとんどいない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

記入者（管理者）

氏　名 真鍋　芳恵

評価完了日 平成２６年　２月　１日

事業所名　 グループホーム　愛

(ユニット名）

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

笑顔、思いやり、尊敬、信頼と言う事業所の理念のもと、住み
慣れた地域で誰にでも訪れる老いを助け合って生き、スタッ
フ全員で入居者を支え地域の中でその人らしい生活をして
いただけるようにケアの向上に日々努めている。

(外部評価)

開設時に、職員で話し合いつくった事業所理念「笑顔、思い
やり、尊敬、信頼」をパンフレットに示し、又、玄関に掲示され
ている。施設長や管理者、ケアマネジャーは、職員が理念に
沿ったケアを実践できているか、日々の中で確認しておら
れ、個別に話す時間を持ったり、毎月のカンファレンス時に
話題に挙げ、話し合うようにされている。

(自己評価)

近隣の保育園にホームの敷地を開放している。近くのお店
に入居者と買い物に出かけたり、観月祭を開催して地域との
交流を図っている。ボランティアの訪問、また推進会議の委
員を通して地域との交流を図っている。

(外部評価)

お隣に保育園があり、運動会を見に行く等されている。地元
からの利用者が多く、調査訪問時には、利用者同士が地名
等を話題にしておしゃべりされていた。事業所が所在する地
域では、現在、自治会活動休止の状態となっており、事業所
では、この一年間、自治会等とのかかわりは持たれていな
い。施設長は、地域の性格上、おつきあいが難しく、工夫が
必要と話しておられた。運営推進会議には、民生委員の方
や市議会議員が参加されている。

法人は、今年、隣接してサービス付き有料老人ホームとデイ
サービスを開設する予定となっており、グループホームととも
に、地域に密着した事業所を作っていきたいと考えておられ
る。今後は、地元の方達と接する機会が多くなることが予想
され、この機会を活かして地域とのつながり作りを探っていか
れてはどうだろうか。事業所が、この地域の中で根付いてい
けるように、取り組みを工夫して一歩すすめてみてほしい。

(自己評価)

大家族で過ごす一軒の家として普通に生活して、近隣の人
達とも普通に付きあって行けるように努めていますが今後は
地域貢献が出来る取り組みをスタッフも意識してスキルアッ
プに努めている。

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

２月に１回の運営推進会議では日頃の活動計画及び活動
報告や評価、行事の結果報告をしており、参加して下さった
委員の方々から事業推進における貴重な意見やお話しを伺
う事が出来ている。

(外部評価)

会議は、観月祭や避難訓練と併せて開催されている。ご家
族には全員に会議案内を出して、現在は１～２名の方が参
加されている。会議時には、外部評価結果や事故報告・感
染症対策について報告して、質問や意見をうかがっている。
参加者から「職員の名前がわからないのですが」と意見が
あったことを受けて、職員の顔写真と名前を廊下に掲示され
た。さらに今後は、事業所で作っているおやつを一緒に食べ
るような機会を作り、事業所の取り組みをより具体的に知って
もらいたいと考えておられた。

(自己評価)

市担当者との連携を密にとり、よりよいケアサービスに繋がる
ようにしている。地域包括支援センターの方にも、推進会議
の委員として会議に参加して頂きいつでも意見を言って頂け
る関係を作っている。

(外部評価)

介護相談員の定期的な訪問があり、利用者と会話しながら
普段の暮らしの様子を聞いてくれている。施設長は、市外の
グループホームとも交流があり、取り組みの工夫を参考にさ
れることもある。

(自己評価)

スタッフ全員が身体拘束について理解しており、定期的に研
修を行って理解を深めている。玄関は施錠せず、自由に出
入りが出来るようにしている。

(外部評価)

以前、つなぎ服を着て利用されていた方があったが、職員は
利用者ご本人の嫌そうな表情や行動に気付き、下剤の調整
等、排便コントロールに取り組み、着用せずケアでカバーで
きるよう、支援された事例がある。オープンキッチンの設備で
あるが、出入り口には、とびらを付けており、安全のため、職
員がいない時には利用者が立ち入れないようにしている。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

虐待は絶対にあってはならない事と捉えており、スタッフ全
員が理解し、定期的に研修を行っている。

(自己評価)

後見人制度は１人の方が利用されておられますが、制度の
理解の為にカンファレンス時に研修を重ねております。

(自己評価)

十分時間を掛け、出来るだけ丁寧に説明を行い、理解納得
が得られるように努めている。

(自己評価)

運営推進会議への参加や、普段でも入居者家族の意見要
望を聞くように努めている。また毎月の請求書と併せて写真・
手紙を添えたり、来訪時を利用して生活状況を家族の方へ
伝えるように努めている。

(外部評価)

ご家族の来訪時には、ケアマネジャーが日頃の利用者の体
調や状況を報告されている。調査訪問時、畳の間等には、
ご家族が持って来てくださった、さざんかの花を活けておら
れた。事業所では、毎月ご家族へ送付する書類とともに、行
事等の写真を２～３枚同封することを続けておられ、ご家族
に喜ばれている。９月の観月祭は、利用者が楽しめるような
催しとなるよう企画され、利用者が歌を歌ったり、ご家族もカ
ラオケ等を楽しまれるようだ。又、観月祭は、家族会や運営
推進会議と併せて行っておられ、ご家族同士の交流の機会
にもなっている。ご家族に意見や要望をお聞きするが、現在
は、「事業所にお任せします」と言われることが多く、中には、
足遠いご家族もあるようだ。

ご家族と協力し合って利用者を支えていけるよう、今後さら
に、ご家族と利用者のきずな作りに工夫を重ねていかれてほ
しい。

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

管理者はスタッフからの意見を出しやすいように議題提起
し、月１回のカンファ等色々な機会で自由に意見交換が出
来るようにしている。また日々の中で出た案や思いを代表者
に伝え、働く意欲やサービスの質の向上につなげている。

(外部評価)

毎月のカンファレンス時には、ケア等の工夫について職員で
意見や提案を出し、話し合っておられる。職員の手作りケー
キで利用者のお誕生日をお祝いされている。

(自己評価)

スタッフの勤務状況を把握し出来る限る反映していると思わ
れる。またより良い職場環境になるように努めている。

(自己評価)

本人に合った研修、希望する研修の参加を勧め、其々のス
キルアップをはかるようにしている。

(自己評価)

地域密着型サービス協会や色々交流できる機会を利用して
積極的に交流を進めて行きたいと考えている。

(自己評価)

事前面接や関係機関への問い合わせ等を行い、ご本人の
意向や要望を聞き、ケアに反映出来るように努めている。

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

入居者の自宅に訪問させて頂き、家族との話し合いをする
場を設けている。特に施設に対する要望をよく聞き、良い関
係が作れるように努めている。

(自己評価)

ご本人・ご家族の話を傾聴し、精神面・身体機能等を合わせ
て、その方の生活環境も考慮して最良と思われるサービスが
提供出来るように提案している。

(自己評価)

全介助を希望される入居者の方もおられますが、「してあげ
る」的感覚を持たず自立支援を基本におき、最後の人生を
共に過ごすと言う感覚で支援している。

(自己評価)

ご家族との連携を常に摂り面会時等では入居者の生活状況
をお伝えし、家族の方と思いを共有出来るように情報交換を
して関係作りに努めている。

(自己評価)

ご本人やご家族との会話を通してご本人が大切にしたい馴
染みの人・物・場所をしっかり理解するように努めている。居
室にもなるべく馴染みの物を持ち込んで頂くようにお願いし
ており、面会時間も制限せず、いつでもご家族や馴染みの
方が気軽にお越し頂けるようにしている。

(外部評価)

利用説明時には、施設長がご家族に、「介護はスタッフに任
せ、ご家族はちょこちょこ会いに来てほしい」ことを話しておら
れる。ご家族が来られた時には、ゆっくりお話ができるようお
茶を用意する等、気配りをされている。美容師の方が来ら
れ、個々に合わせてカット等をしてくれており、利用者と馴染
みの関係となっている。利用者の希望をもとに、ご本人がよく
お参りしていた神社にお連れすることもある。仲良しの利用
者同士、同じテーブルで食事できるよう配慮されたり、調査
訪問時には、利用者同士が女学校時代の話題でおしゃべり
がはずんでいた。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

皆さん其々の個性を生かし、スタッフが中間的な役割をし
て、利用者同士が関わりあえるように支援している。

(自己評価)

他施設へ変られた方の情報提供を積極的に行っている。必
要に応じて面会にも出かけている。

(自己評価)

日々の寄り添い、関わりの中で入居者の話し・しぐさ・表情等
から思いをくみ取り、利用者の要望に応じて生活が出来るよ
うに努めている。

(外部評価)

事業所を利用する前にかかわっていたケアマネジャーから、
利用者のこれまでのことを聞き取ったり、職員が利用者と日
頃かかわる中から、思いや意向の把握に努めておられる。
夜、よく眠れるようにしょうが湯を飲む習慣のある方がおら
れ、ご本人が気にするため、「しょうが湯は９時に出してくれま
す」と書いた紙を準備し、紙をお見せして納得してもらえるよ
うに支援されている。又、眼鏡のことを気にする方には「眼鏡
は修理に出しています」と書いた紙を作っておられた。

利用者がその人らしく暮らし続けられるよう利用者一人ひとり
について、情報収集に取り組まれてほしい。現在の暮らし方
の希望、これまでのことやこれからのこと等の情報を整理し
て、介護計画につなげていかれてほしい。

(自己評価)

入居時ご家族にアセスメントシートに記入して頂いたり、担当
の支援事業所に情報を提供して頂き入居後はご本人からも
話を聞く等これまでの暮らしの把握に努めている。

(自己評価)

日常生活の記録、申し送りノートを活かし、その方のリズムを
知り、一人一人の過ごし方や心身状態等色々な面を把握す
るようにしている。

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

21

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

ご家族や医療機関からの情報等アセスメントに基づき入居
者が抱えている課題を介護計画に挙げている。計画の実施
状況は日々の記録の中で見ている。計画目標達成時に全
職員でモリタリングして、カンファレンスの時にまとめ、次の介
護計画に生かしている。またご家族からのご意見は常にお
聞きするようにしている。

(外部評価)

介護計画内容にナンバーを振り、日々の介護記録と連動さ
せ、支援状況がわかるようにされている。又、介護記録には
利用者の言葉等も記入して、利用者の気持ち等も察すること
ができるよう工夫されている。見直し前には、利用者個々の
担当職員がモニタリングして、カンファレンス時に職員で意
見を出し合い、３ヶ月ごとの見直しにつなげる仕組みになっ
ている。介護計画はケアマネジャーが作成されている。

アセスメントの充実に取り組み、利用者の希望等をより反映
した計画作成に工夫を重ねていかれてほしい。たとえば、利
用者と人や場所をつなぐような支援が実践できるような取り
組みにも工夫し、利用者の暮らしの拡がりを支援されてはど
うだろうか。

(自己評価)

申し送りノートを作成し、入居者に今起きている問題、解決
策を記入し、スタッフ間で情報の共有を行っている。

(自己評価)

入居者やご家族の意向を聞きながら通院や外出の支援を
行っている。急な生活変化に対しても専門機関の指示を得
て支援を行っている。

(自己評価)

近隣の保育所や近所、地域の方々の理解を求め、入居者の
方々が生きいきと笑顔で暮らせるように考えている。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

入居者・ご家族の希望を第一に２４時間体制の訪問看護に
よる週３回の健康管理・問題時の相談、以前からのかかりつ
け医への受診の援助や情報提供を行っている。協力医の定
期的な往診や、内科だけでなく歯科・整形外科等の受診も
行っている。

(外部評価)

調査訪問時には、訪問看護事業所の方が来られ、利用者の
床ずれの処置等をされていた。協力医の往診は、２週間に１
回あり、必要時にはご家族へ状態説明等をされる。

(自己評価)

医療連携している訪問看護ステーションとは連絡・相談を常
に密に取りながら、入居者の健康管理に取り組んでいる。
色々なアドバイスを頂く事でスタッフも安心してケアにあたっ
ている。

(自己評価)

入院時は市指導の地域生活連携シートを利用して病院へ情
報を提供し、場合によっては病院へ行き担当者と話しをした
り円滑に情報の交流を行うように努めている。

(自己評価)

看取りを望まれる方の為、カンファレンスや医療機関との話
し合いや運営推進会議でも意見を求め時間をかけて検討を
行い、看取りの取り組みが確立した。研修や勉強を通じてな
お一層のスタッフのスキルアップを行っている。

(外部評価)

利用説明時には、「看とりに関する指針」をもとに、医療行為
が必要な場合は病院へ、又、終末期の支援については、主
治医の指示通りに動くことになっており、ご家族や利用者か
ら「過ごし方等の希望があっても、対応や支援が難しいような
場合もある」ことをご家族に説明されている。現在、「ここで最
期まで看てほしい」と希望するご家族が複数おられる。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

急変時の手順・連絡網など分かりやすい場所に掲示し、常
に念頭に置くようにしている。

(自己評価)

消防署の参加のもと指導を受け、推進会議の委員の皆様に
も参加頂き避難訓練等は定期的に実施しているおり、今後
は地震への対策が課題だと思っている。備蓄は携帯ガスを
含め２日分を確保するように努めている。

(外部評価)

１１月には、台所のレンジフードからの出火を想定して避難
訓練を実施し、水消火器を使って消火訓練も体験された。
事業所は高台に位置し、山も近いが、土砂崩れの心配はな
い地域とのことで、災害時には近所の方達の避難場所にな
り得ると考えておられる。今年、隣接にサービス付き有料老
人ホームができることを機に、倉庫に備蓄を整備したいと考
えておられた。又、地震対策として、食器棚等が倒れないよ
う、固定する予定である。

(自己評価)

何気ない日常会話の中にも入居者の自尊心を傷付けてしま
うことを意識し注意を払うようにしている。また個人情報の保
護に関しても徹底するようにしている。

(外部評価)

この一年間、事業所では、利用者とコミュニケーションを図る
ことに力を入れて取り組んで来られ、施設長は、利用者と職
員の関係が深まったことを感じておられた。そのような取り組
みが利用者の穏やかな暮らしにつながっていることを実感さ
れていた。トイレ介助やおむつ交換時には、必ず声をかけて
からかかわり、又、ベッドで長時間過ごす利用者には、特に、
「朝ですよ」「ごはんですよ」「雨が降っていますよ」「晴れてま
すよ」等、言葉をかけながら支援されている。

(自己評価)

入居者ご本人がどうしたいのかをまず伺い、出来るだけ希望
に添えるように支援している。

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

入居者一人一人のペースを大切にし、穏やかな生活が送れ
るように支援している。

(自己評価)

入居者の好みや今までの生活の延長として個々に応じて身
だしなみや、おしゃれが出来るように心がげている。

(自己評価)

玉ねぎやジャガイモの皮むきや料理の盛り付け等、出来るこ
とをして頂いている。テーブルを拭いたり下膳などの後かた
ずけも出来る方は一緒にしてくれている。

(外部評価)

食事は、旬のものを多く使って事業所で手作りされている。台所は
オープンキッチンで、利用者は食事のできるにおいや音を楽しめ
る。カレーがお好きな利用者がおられ、金曜日の昼食のメニューは
カレーを採り入れておられる。又、利用者は味の濃いものや果物が
お好きで、調査訪問時には、大根の煮物や伊予かんの実を入れた
牛乳寒天が食卓に上っていた。介護度重度の利用者も多く、エプ
ロンを付けて、スプーンを使ってマイペースで最後まで食べている
方もみられた。むせがある方は、現在、歯でよくかむため、敢えてふ
つうの固さの食事を楽しんでもらい、職員が隣に座って見守りや介
助をされている。又、男性職員が台所で食事を作っていると、女性
利用者が、「お手伝いしましょうか」と声をかけてくださることもあるよ
うだ。

(自己評価)

栄養バランスのとれた食事を提供出来るように心がけてい
る。入浴後の水分補給や夜間自室にお茶をおいたり十分水
分が出来る様に支援している。

(自己評価)

ご自分で出来る方は毎食後声掛けを行い介助が必要な方
はスタッフが介助している。定期的な歯科衛生士が訪問口
腔ケアを行い、スタッフにも指導してもらっている。必要時は
医師の往診をしてもらっている。嚥下機能が低下しないよう
に口腔ケアに気を付け、嚥下体操に歌を５曲歌うのを毎日
昼食時に行っている。

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

排泄表を活用し、時間誘導や入居者のタイミングに合わせ
支援するように心がけている。気持ち良く排泄出来る様可能
な限りトイレでの排泄を支援している。

(外部評価)

トイレ入り口の扉には、「トイレ」と大きく表示しておられる。日
中、トイレで排泄する方の中には、夜間のみ居室にポータブ
ルトイレを置き、使用する方もいる。

(自己評価)

繊維質のある食べ物を摂って頂いたり、水分補給に心掛け
ている。

(自己評価)

２～３日間隔で入浴し、入浴出来ない方はシャワー浴をして
いる。気持ちよく入浴して頂けるように声掛けの工夫や、一
人一人に応じたタイミングを計る等工夫している。

(外部評価)

午後からが入浴時間となっており、冬場は脱衣所の暖房で
室温を温めてから入浴できるよう準備されている。一般家庭
のような浴室で、介護用の椅子等を使用して支援されてい
る。重度化のこともあり、現在、浴槽で温まれるよう支援して
いる方は３名で、職員が２名で介助されている。他の方は、
シャワー浴で対応されている。

(自己評価)

その時に応じて、一人一人の気持ちを尊重し、安心して休
息や睡眠を取れるように支援している。

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

薬剤情報をファイルしてスタッフが周知するようにしている。
服薬の仕方も一人一人に応じた支援をするようにしている。

(自己評価)

音楽・手作業等生活に張り合いや喜びを感じていただけるよ
うに一人一人に応じた楽しみや役割を探し行えるように努め
ている。

(自己評価)

その日の希望にはなかなか答えられない所もあるが、出来る
だけ散歩や天気の良い日の日向ぼっこ、戸外へ出かけられ
るように支援し、またご家族の方にも協力していただいてい
る。

(外部評価)

春には、職員が車いすを押して近くの桜を見に散歩されて
いる。気候の良い時期には、事業所の前の広場にパラソル
を立て、テーブルといすを設置しておやつを楽しまれることも
ある。コスモス等、季節のお花を見にドライブすることもある。

(自己評価)

金銭管理は全員が難しいので、お金の事を気にする方には
その都度説明し理解して頂けるように努めている。

(自己評価)

入居者の希望に応じその都度対応している。

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている
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グループホーム　愛 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況

(自己評価)

車椅子での生活に十分な広さの確保が出来るように工夫し
ている。リビングの窓からは外の景色が良く見え四季を感じ
ることが出来る。又季節を感じていただけるように壁画の作
成を入居者と一緒に行っている。

(外部評価)

居間の窓は大きく取ってあり、山を眺めることができ、又、お
隣の保育園の建物が見える。居間の壁面には、大きな木を
作成しておられ、季節ごとに利用者と職員で綿を使い、雪を
積もらせたり、桜を咲かせたりして季節感を醸し出せるよう取
り組まれている。現在、脱衣所に間違って入室する方がおら
れるため、入口には、「ここは洗濯物を干す部屋です」と書い
て貼っておられた。重度化してベッドで過ごす時間の長い方
もあるが、調査訪問時の昼食時には、寝巻姿で皆と一緒に
食事をされていた。

(自己評価)

座席の工夫やその方の状況に応じた誘導を心掛けている。

(自己評価)

使い慣れた仏殿やタンス、テレビ等をお持ち頂き、入居者の
好みのアレンジをして頂き快適に過ごせるように心がけてい
る。

(外部評価)

居室の壁には、ご家族の写真を飾っておられたり、ご本人が
喜ばれるようで行事時に使用した色紙の輪飾りを天井に
飾っている方もみられた。

(自己評価)

トイレや浴室等入居者が混乱しないように表示したり、フロア
も安全に生活出来るようにしている。

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している
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